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一
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・
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ニ
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一
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ゞ
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,
§
、
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轟
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,
一

一
ミ
y
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一
式
^
、
、
〔
^
《
三
ミ
f
ン
一
y
嘉
お
三
^
气
七
^
覗
^

、
ゞ
"
、
・
f
^
一
・
ξ
一
ン
、
、
一
^
一
上
^
、
^
、
ン
^
、
^
.
、
~
、
一
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こ
、
途
ン
・
、
゛
^
、
^
.
一
無
一
"
邑
^
、
ご
,
・
念
、

ず
二

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
に

ご
協
力
を
!

シ
4

湾
/

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
町
会
の
活
動
に
ご
協

力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
本
年
も
ど
う
ぞ
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
、
大
ケ
谷
戸
地
域
の
結
束
力

が
着
実
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

実
感
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
後

も
皆
さ
ま
と
ご
一
緒
に
力
あ
わ
せ

て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
、
四
月
一
日
に
又

玄
寺
交
差
点
よ
り
宮
内
の
西
下
橋

ま
で
の
宮
内
新
横
浜
線
の
開
通
式

が
行
わ
れ
、
木
場
田
中
原
区
長

篠
原
中
原
警
察
署
長
な
ど
多
く
の

来
賓
を
お
迎
え
し
、
式
典
が
賑
や

か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
ニ
ケ
領
用
水
の
結
接

点
に
信
号
機
の
設
置
が
遅
れ
危
険

な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
す
で

に
予
算
も
つ
き
年
度
内
(
平
成
十

九
年
三
月
ま
で
)
に
決
定
し
て
い

ま
す
が
、
十
一
月
末
に
再
度
、
篠

原
警
察
署
長
に
早
期
設
置
を
要
請

し
ま
し
た
。

署
長
は
「
皆
さ
ん
の
要
望
に
応

慮
傑

え
、
早
い
時
期
に
設

置
し
ま
す
」
と
述
べ

て
い
ま
し
た
。
今
し

ぱ
ら
く
お
待
ち
く
だ

さ
い
。ま
た
、
九
月
一
日

に
は
川
崎
市
総
合
防

災
訓
練
が
等
々
力
緑

地
を
中
心
に
行
な
わ

れ
、
小
田
中
町
会
か
ら
も
役
員
の

皆
さ
ま
が
参
加
し
ま
し
た
。
雨
の

中
、
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

ろ
う

地
域
の
避
難
所
に
市
立
聾
学
校

が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
防
災
対

策
に
つ
い
て
は
関
係
町
会
の
皆
さ

ま
と
具
体
的
に
協
議
し
、
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

次
に
、
各
部
が
実
施
し
て
き
た

美
化
活
動
は
、
回
数
を
重
ね
定
着

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
多
く
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。環
境
へ
の
や
さ
し
い
町
「
小
田

中
町
会
」
を
目
指
し
、
快
適
な
生

活
環
境
を
守
る
た
め
、
り
サ
イ
ク

ル
の
推
進
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
恒
例
の
町
会
行
事
も
し

つ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
意
見
ご
要
望
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
皆
さ
ま
の
ご
家
族

に
と
っ
て
、
新
し
い
一
年
が
健
や

か
で
最
良
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

町
会
長
志
村

0

作
】
を
担
当
。
四
百
人
分
用
意
し

た
フ
ラ
バ
ン
は
あ
っ
と
い
う
間
に

完
了
し
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
の
あ
る

プ
ラ
バ
ン
が
完
成
し
ま
し
た
。

頑
張
っ
て
い
ま
す
子
ど
も
会

会
長
渡
辺
信
夫

中
原
大
会
準
優
勝
!

1
野
球
部
の
活
動
1

野
球
部
は
齊
藤
監
督
・
コ
ー
チ

の
指
導
の
も
と
、
部
員
四
十
数
人

で
四
月
か
ら
練
習
が
始
ま
り
、
春
・

夏
・
秋
の
中
原
大
会
、
大
戸
大
会

大
ケ
谷
戸
大
会
等
に
参
加
。
秋
の

中
原
大
会
で
は
見
事
準
優
勝
を
。

練
習
以
外
で
は
、
焼
肉
パ
ー
テ
ィ

ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
息
抜
き
の

1
 
●

時
を
持
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
野
球
部
で
は
部
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

町
d
机
江

Ⅱ
"
.
轟
m
江

電
琴
、
,

f
審

心

(
{
呂
内
新
横
浜
線
開
通
に
よ
り
)

が
で
き
な
く
て
中
止
し
ま
し
た
。

゛

霊

心
、

楽
し
か
っ
た
『
友
遊
ラ
リ
ー
』

大
戸
地
区
育
成
会
主
催
で
十
一

月
二
十
六
日
に
、
等
々
力
催
し
広

場
で
約
五
百
人
の
参
加
で
行
わ
れ
、

小
田
中
町
会
か
ら
四
十
人
の
子
ど

も
が
参
加
し
ま
し
た
。
ク
ィ
ズ
と

ゲ
ー
ム
で
順
位
を
競
う
内
容
で
す

が
、
残
念
な
が
ら
上
位
に
入
賞
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た

『
餅
つ
き
大
会
』

十
二
月
三
日
に
、
小
田
中
町
会

館
で
第
三
十
三
回
を
迎
え
て
実
施
。

当
日
は
町
会
長
・
役
員
の
皆
さ
ん
、

そ
れ
に
子
ど
も
達
約
百
六
十
人
がきね

参
加
。
子
ど
も
達
は
初
め
て
の
杵

を
持
っ
て
、
お
ぽ
つ
か
な
い
格
好

も
ち
つ

で
餅
を
搗
き
よ
い
思
い
出
が
で
き

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
会

の
役
員
・
防
衛
庁
の
お
父
さ
ん
の

協
力
を
得
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

遍

曳
辛
、
、
.

μ
、

・
ー
式
f

゛

★
盛
大
な
バ
ザ
ー
で
し
た
★

六
月
二
十
四
日
、
大
ケ
谷
戸
小

学
校
創
立
四
十
周
年
に
向
け
て
、

『
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
】
』
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
好
天
に
恵

ま
れ
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
子
ど
も

達
の
歓
声
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
小

田
中
子
ど
も
会
は
【
。
フ
ラ
バ
ン
エ

¥

＼

副
会
長

秋
の
イ
ベ
ン
ト
に
溢
れ
る
笑
顔

平
川
美
代

私
が
小
田
中
町
会
に
な
り
、
私
も
「
す
み
れ
会
」
の
一

お
世
話
に
な
り
ま
し
て
員
と
し
て
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
活

か
ら
、
五
十
二
年
に
な
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
十
月
十
七
・
十
八
日
、
素

り
ま
す
。

入
会
当
時
、
上
小
田
中
は
田
園
晴
ら
し
い
秋
晴
れ
の
な
か
、
総
勢

【
町
会
行
事
へ
の
参
加
】

子
ど
も
会
は

模
擬
店
で
応
援

恒
例
の
大
ケ
谷
戸
・
納

涼
盆
踊
り
大
会
(
写
真
左

占
は
夏
休
み
で
帰
省
す

る
役
員
も
い
る
な
か
、
旧

役
員
の
応
援
を
い
た
だ
い

て
、
二
日
間
、
無
事
遂
行

し
ま
し
た
。

地
帯
で
、
の
ど
か

に
走
る
南
武
線
の

電
車
が
よ
く
見
え

ま
し
た
。
今
は
当

時
で
は
考
え
ら
れ

な
い
ほ
ど
マ
ン
シ

ヨ
ン
な
ど
高
い
建

物
が
立
ち
並
び
、

武

●
早
朝
N
H
K
ラ
ジ
オ
体
操
●

七
月
二
十
一
日
か
ら
一
週
問
、

夏
季
行
事
と
し
て
三
部
・
防
衛
庁

ろ
う

は
聾
学
校
、
四
部
は
大
戸
小
学
校

で
N
H
K
放
送
に
よ
る
ラ
ジ
オ
体

操
を
行
い
ま
し
た
。
一
部
・
二
部

は
残
念
な
が
ら
実
施
場
所
の
確
保

系

子
ど
も
神
輿
渡
御
.

だ
し
じ
峰
ん
こ
う

山
車
巡
行

九
月
十
七
日
、
関
神
社

例
大
祭
に
、
子
ど
も
会
で

は
山
車
と
子
ど
も
神
輿
を

担
当
。
十
時
出
発
時
点
で

は
子
ど
も
達
の
参
加
が
少

な
く
、
寂
し
い
状
況
で
し

亀

1

ゞ

、
、
リ

¥
鼎

み
こ
し
と
ぎ
ょ

"
^
^
や
^
・
一
^

、

メ

柱

二
十
人
の
親
睦
旅

行
で
伊
東
温
泉
巡

り
を
し
ま
し
た
。

足
柄
の
ア
サ
ヒ

ビ
ー
ル
エ
場
の
見

学
、
小
田
原
城
内

の
散
策
、
相
模
湾

の
景
色
を
堪
能
。

夜
は
、
カ
ラ
オ
ケ

で
盛
り
上
が
り
、

お
部
屋
で
は
、
あ

れ
や
こ
れ
や
の
お
話
で
笑
い
が
絶

え
ず
、
夜
が
更
け
て
い
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
末
永
く
親
睦
旅

0

行
が
続
き
ま
す
よ
う
、
会
員
の
皆

町
会
の
活
動
も
幅
広
く
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ンウタ

、
ン

た
が
、
大
人
も
含
め
徐
々
に
増
え
、

大
変
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

、

六
月
十
二
日
、

初
夏
の
心
地
よ即

い
夕
暮
れ
、

階
建
て
の
最

上
階
の
富
士
子

通
ラ
ウ
ン
ジ
査
一
且

で
フ
レ
ン
チ
の
デ
ィ
ナ
升
田

ー
を
催
し
ま
し
た
。
会
村

イ
~
マ
~

土
工
↓

"
,
ニ

齋
藤
婦
人
部
長
の
ご
挨
拶
の

あ
と
、
日
ご
ろ
の
忙
し
さ
を
忘

れ
、
女
性
だ
け
の
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
、
触
れ
合
い
の

輪
が
幾
重
に
も
広
が
り
ま
し
た
。

次
々
と
運
ぱ
れ
て
く
る
お
料
理

も
皆
さ
ん
の
お
口
に
ア
ッ
と
い

う
間
に
消
え
、
お
し
ゃ
べ
り
し

な
が
ら
の
賑
や
か
な
会
と
な
り

ま
し
た
。

食
後
、
眼
下
に
広
が
る
美
し
い

夜
景
に
、
皆
さ
ん
大
感
動
。
東
京

タ
ワ
1
や
横
浜
の
光
の
世
界
が
一

望
で
き
、
地
上
で
は
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
、
私
た
ち
の
町
会
の
夜

二

J
 
'
、

】
し
』
ユ

で
、

景
も
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
タ
方
の
お
忙
し
い
時
問
に
も

か
か
わ
ら
ず
三
十
六
人
の
ご
参
加

を
い
た
だ
き
楽
し
い
タ
べ
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
婦
人
部
は
、

毎
午
町
会
の
諸
行
事
を
陰
で

支
え
な
が
ら
、
観
劇
、
日
帰
り

旅
行
な
ど
も
実
施
し
、
親
睦
交

流
を
図
り
、
楽
し
く
活
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

r

永

引

し
ま
い
ま
し
た
。
な
ぜ
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、
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゛
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゛
'
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し
ω
L
^
^
し
一
凸
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、
ル
'
T
 
L
1
 
0

三
J
、
'
智
'
一
#
゛
ソ

つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
ー
と
も
言
わ
れ
て
い
る

い
大
震
災
に
備
え
て
、
災
難
時
の
避
難
の
心
構
え
、
当
町
会
の

避
難
所
、
防
災
訓
練
で
の
話
題
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

つ
避
難
す
る
の
?

大
震
災
が
生
じ
て
も
、
自
宅
建

物
が
火
災
や
倒
壊
の
危
険
が
な
い

と
き
は
、
あ
え
て
避
難
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、

速
や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

①
建
物
の
倒
壤
火
災
の
延
焼
拡

大
な
ど
で
人
命
に
危
険
を
感
じ
、

ま
た
は
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
と

想
定
さ
れ
る
と
き
。

②
当
町
会
の
防
災
組
織
か
ら
避
難

の
呼
び
か
け
が
あ
っ
た
と
き
。

③
市
(
区
役
所
)
、
消
防
、
警
察

0

と
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

状
況
に
よ
っ
て
は
、
近
く
の
学
校
、

公
園
広
場
な
ど
安
全
な
場
所
に

避
難
し
て
も
け
っ
こ
う
で
す
。

か
ら
非
難
指
示
が
あ
っ
た
と
き
。 「

ど
こ
に
避
難
す
る
の
?

当
町
会
の
避
難
所
は
、

ろ
う

第
一
次
市
立
聾
学
校

第
二
次
市
立
西
中
原
中
学
校

第
三
次
等
々
力
緑
地

や
っ
た
!
火
消
し
市
内

一
,
 
1
小
田
中
町
会
の
原
増
男

分
団
長
(
写
真
卿
)
が
率
い
る
中

原
消
防
団
大
戸
分
団
チ
ー
ム
が
、

九
月
十
日
、
中
原
区
内
で
実
施
さ

れ
た
二
0
0
六
年
度

市
消
防
団
操
法
大
会

で
、
見
事
に
最
優
秀

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
川
崎

市
内
の
八
消
防
団
の

各
地
区
大
会
で
優
秀

0

避
難
す
る
と
き
は
、

①
必
ず
ガ
ス
の
元
栓
を
締

め
電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー

を
切
る
。

②
靴
底
の
し
っ
か
り
し
た

靴
を
は
き
、
落
下
物
か

ら
頭
部
を
守
る
装
備
を

し
て
、
切
れ
た
電
線
な

ど
危
険
物
に
注
意
す
る
。

③
持
ち
物
は
必
要
最
小
限

(
と
り
あ
え
ず
生
活
に
必

要
な
物
)
だ
け
に
す
る
。

④
自
宅
前
に
は
避
難
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
、

安
否
情
張
避
難
先
(
連
絡
先
)

を
表
示
し
て
お
く
。

⑥
避
難
に
は
車
を
使
用
し
な
い
。

こ
の
点
に
留
意
を
!

懸

f

、
、

、
、

、
、

、
、

、

、

i

、
.
、
＼
'
、

'
゛
1
 
0
 
41 ,

'

な
成
績
を
収
め
た
計
十
六
チ
ー
ム

が
、
日
ご
ろ
鍛
え
た
消
防
操
法
技

術
を
競
う
も
の
で
、
二
年
に
一
度

開
催
さ
れ
、
今
回
で
七
回
目
。

競
技
内
容
は
、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
で
、
指
揮
者
の
号
令
に
よ
り
、

四
人
一
組
が
ホ
ー
ス
三
本
を
延
長

し
て
標
的
(
模
擬
火
点
)
に
向
か

つ
て
放
水
し
、
使
用
し
た
資
機
材

を
収
納
す
る
ま
で
の
タ
イ
ム
、
動

作
、
節
度
技
術
の
正
確
性
な
ど

の
総
合
審
査
(
減
点
方
式
)
で
競

う
も
の
。

今
回
の
受
賞
の
要
因
に
つ
い
て
、

原
分
団
長
は
「
週
二
回
の
操
法
訓

練
の
積
み
重
ね
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
賜
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
成

果
を
、
ぜ
ひ
と
も
地
域
の
災
害
防

止
・
安
全
確
保
に
生
か
し
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
大
戸
分
団
に
所
属
す
る

小
田
中
町
会
の
団
員
は
、
以
下
の

一

゛

プ

避
難
所
の
確
認
を
!

煮

聾
学
校
の
柴
田
壽
直
校
長
は
、

「
地
域
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
、
備

蓄
品
の
充
実
備
蓄
倉
庫
の
整
備
・

拡
充
を
図
り
、
災
害
時
に
は
、
正

西
門
、
体
育
館
を
開
錠
し
ま

門す
の
で
、
安
心
し
て
ご
利
用
い
た

だ
き
た
い
」
と
快
く
協
力
を
約
束

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

,
い
ざ
!
"
に
備
え
、
、
せ
ひ
一

度
、
「
聾
学
校
は
ど
こ
に
、
入
口

は
?
」
を
ご
自
分
の
目
で
確
か
め

て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

一
.
 
J
,
 
J
?
ー

ノ
ー
 
J

元
・
大
ケ
谷
戸
小
田
中
町
会

第
四
部
副
会
長
星
直
次
さ
ん
に
聞
く

大
戸
鮨
全
盛
期

小
田
中
第
四
部
の
星
さ
ん
と
い

丸
入
゛
゛
,
え
ば
、
「
大

,
,
一
一
一
・
ニ
"
,
^
一
七
、
f
-
、
戸
捗
と
し

ノ
太
>
゛
ユ
{

、
凸
゛

、
「
召
和
三

/
゛
1
叉
十
七
年
に
大

皆
さ
ん
で
す
。

分
団
長

班
長

一

油
圧
救

オ
チ
ノ
U
洗

y

ず

団
員

/

肇

"
;

1
ノ
,
い
ざ
、
大
地
震
1
・
"

ー
そ
ん
な
非
常
事
態
に

備
え
、
川
崎
市
総
合
防
災

訓
練
が
、
九
月
一
日
の
「
防

災
の
日
」
に
、
等
々
力
緑

地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
町
会
か
ら
も
、
志
村

勝
町
会
長
、
齊
藤
喜
由
副

会
長
、
齋
藤
美
代
婦
人
部

"
、
゛
、

長
ら
七
人
が
代
表
し
て
参

"
一
、
し

加
し
ま
し
た
。

救
助
訓
練
で
は
災
害
救

助
犬
が
車
内
や
瓦
礫
の
下

一
^
^
、
^
で
七
、

.
"
、
゛
、
,

^
、
ミ
に
い
る
要
救
助
者
を
見
事

υ

増
男守

時
治

由
美
雄

定
一
茂
人

1
{

戸
鮨
を
開
店
し
ま
し
た
。
当
時
は

車
が
な
く
、
配
達
は
す
べ
て
自
転

車
で
し
た
。
砂
利
道
で
転
倒
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

地
元
の
皆
さ
ん
に
愛
用
さ
れ
、
四

十
五
年
頃
は
繁
盛
し
、
伊
藤
市
長

次
の
高
橋
市
長
を
は
じ
め
、
市
内

の
多
く
の
先
生
方
も
大
勢
来
て
く

だ
さ
り
、
楽
し
い
思
い
出
が
い
っ

ぱ
い
で
す
」
と
昔
懐
か
し
く
話
さ

れ
ま
し
た
。

に
一
生
を
得
て
帰
国
し
ま
し
た
」

と
、
生
々
し
い
戦
争
の
思
い
出
は

尽
き
ま
せ
ん
。

ど
も
た
ち
に
「
戦
争
体
験
」
を
話

さ
れ
た
写
真
を
見
て
は
笑
顔
で
話

さ
れ
ま
し
た
。

0
今
回
の
紙
面
は
、
で
き
る
だ
け
、

見
出
し
や
写
真
を
入
れ
、
ま
た
文

章
は
箇
条
書
き
に
す
る
な
ど
、
読

み
易
く
工
夫
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
皆
さ
ん
の
ご
希
望
を

取
り
入
れ
、
愛
読
さ
れ
る
会
報
に

し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

0
今
回
、
長
い
こ
と
町
会
の
た
め

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
星
直
次
さ

ん
(
現
在
、
下
野
毛
在
住
)
の
思

い
出
話
し
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

当
時
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

0
古
代
の
賢
人
は
「
時
と
予
見
し

え
な
い
出
来
ご
と
が
腺
む
」
と
語

つ
て
い
ま
す
。
互
い
に
、
い
つ
の

日
も
、
自
己
管
理
に
つ
と
め
幸
せ

で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。
(
M
・
1
)

小
田
中
町
会
の
思
い
出

昭
和
四
十
二
午
南
雲
さ
ん
の

あ
と
第
四
部
の
副
会
長
と
し
て
活

躍
。

ま
た
、
商
店
街
会
長
を
、
二
十

年
間
も
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
役
員
は
地
元
の
方
ば
か
り
多

く
、
よ
そ
者
の
発
言
は
な
か
な
か

取
り
上
げ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
思

い
出
と
い
え
ば
祭
り
だ
け
は
よ
く

や
っ
た
も
ん
だ
」
と
当
時
を
懐
か

し
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
「
商
店
街
の
会
長
を
二
十

年
も
や
っ
た
も
ん
で
、
地
元
で
は

何
か
あ
る
と
引
っ
ぱ
り
出
さ
れ
た

も
ん
だ
」
と
、
大
戸
小
学
校
で
子

航
空
飛
行
士
で
戦
闘

星
さ
ん
は
昭
和
十
五
年
に
徴
兵

さ
れ
横
須
賀
海
兵
隊
航
空
隊
に

入
隊
、
以
来
終
戦
ま
で
航
空
飛
行

士
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
だ
け
に
星
さ
ん
の
話
に
は
「
戦

争
物
語
」
は
つ
き
も
の
で
す
。

「
昭
和
十
五
年
入
隊
、
北
海
道

美
帆
海
軍
航
空
隊
で
教
育
さ
れ
た

あ
と
、
中
国
大
陸
の
揚
子
江
を
五

千
屯
級
の
船
で
上
っ
て
い
く
。
そ

の
広
大
さ
は
見
事
な
も
の
で
忘
れ

ら
れ
な
い
。
そ
の
後
、
太
平
洋
戦

争
と
な
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ボ

ル
ネ
オ
、
ス
マ
ト
ラ
、
サ
イ
ゴ
ン
、

セ
レ
ベ
ス
な
ど
、
東
南
ア
ジ
ア
を

戦
闘
で
駆
け
巡
る
。
そ
し
て
九
死

今
、
町
会
に
期
待
し
た
い
こ
と

「
今
は
地
元
と
か
よ
そ
者
」
と

つ
た
分
け
隔
て
は
な
く
、
み
ん

いな
仲
良
く
や
っ
て
い
る
よ
う
で
大

変
よ
い
こ
と
だ
。
た
だ
、
市
の
行

政
と
地
元
が
も
っ
と
協
力
体
制
を

と
っ
て
、
町
民
の
こ
と
を
老
え
た

活
動
を
し
て
ほ
し
い
」
と
、
今
は

八
十
七
歳
に
な
る
星
さ
ん
は
、
下

野
毛
の
住
ま
い
で
、
奥
さ
ん
と
二

人
で
仲
良
く
暮
ら
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
星
さ
ん
の
功
績
を
称
え
た
い

も
の
で
す
。(
聞
き
手
・
石
栗
正
夫
)

助
器
具
な
ど
を
使
っ
て
救
出
す
る

名
演
技
(
?
)
も
。
ま
た
、
ア
ル

フ
ァ
米
で
作
っ
た
ご
飯
を
参
加
者

に
配
っ
た
り
、
起
震
車
に
よ
る
震

災
体
験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

立
剛
日
、
震
度
3
の
地
震
が

あ
っ
た
直
後
で
し
た
の
で
、
激
し

い
雨
に
打
た
れ
な
が
ら
訓
練
に
励

む
消
防
隊
や
警
察
関
係
の
皆
さ
ん

の
真
剣
な
表
情
が
、
と
て
も
印
象

的
で
し
た
」
(
斉
藤
み
ど
り
さ
ん
)

と
の
声
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

こ
の
訓
練
は
防
災
意
識
を
高
め
る

,
試
金
石
"
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

X

国
目
国

0
会
報
1
大
ケ
谷
戸
こ
だ
な
か

第
十
六
号
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
の

で
お
届
け
し
ま
す
。

0
前
回
十
五
号
の
会
穀
で
は
、
町

会
の
白
主
防
災
の
一
環
と
し
て
、

装
備
品
を
購
入
し
た
こ
と
を
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
続
編
と
し
て
、

「
震
災
,
い
ざ
!
"
に
備
え
て
」

い
く
つ
か
の
情
報
を
お
伝
え
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
「
万
一

震
災
が
生
じ
た
ら
ど
う
対
処
す
る

か
」
「
避
難
場
所
は
?
」
 
1
町

会
の
取
り
組
み
を
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成 19年1月1日
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子ども達に戦争体験を語る星さん
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